
深
い
地
震
の
機
構
と
記
象
型
に
就
て

概
報

本

か
二y・，

ヲム

士
口

一
、
緒
一
一
言

昨
論
文
で
著
者
は
震
源
の
深
さ
が
極
め
て
浅
く
・
地
震
に
際
し
て
震
源
に
於
け
る
地
殻
の
特
使
位
が
賞
際
観

測
当
れ
る
様
衣
場
人
口
に
、
地
震
計
に
記
録
さ
れ
る
初
動
及
び
一
一
般
に
記
象
型
が
、
震
源
に
於
け
る
地
殻
の
運
動
印
竣
震
機
構

に
依
っ
て
支
配

3
れ
る
事
を
示
し
た
。
然
ら
ば
震
源
に
於
け
る
地
殻
の
運
動
を
直
接
に
は
観
測
す
る
事
の
出
来
な
い
深
後

地
震
に
於
て
も
、
地
震
記
象
型
は
矢
張

b
震
源
に
於
け
る
後
震
機
構
に
依
っ
て
支
配
注
れ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
云
ふ
事
が
想

像
3
れ
る
。
賞
際
既
に
鷺
坂
氏
は
二
三
の
深
夜
地
震
の
記
象
を
‘
震
源
に
於
け
る
適
時
田
な
後
震
機
構
を
仮
定
し
て
説
明
し

ゃ
う
と
す
る
注
目
す
べ

3
研
究
を
公
民
遣
れ
て
ゐ
る
。
最
近
に
は
石
本
博
士
は
震
源
に
あ
る
種
の
四
霊
源
の
存
在
そ
推
定

し
て
多
く
の
地
震
の
初
動
分
布
を
設
明
当
れ
、
叉
河
角
氏
は
同
様
な
考
へ
か
ら
出
殺
し
て
計
算
を
進
め
ら
れ
て
ゐ
石
。

本
論
文
で
著
者
は
先
づ
昭
和
七
年
四
月
五
日
八
丈
島
南
方
沖
及
び
同
二
十
八
日
熊
野
灘
に
起
っ
た
深
後
地
震
等
を
精
査

し、

3
3に
鷺
坂
氏
の
得
ら
れ
た
様
な
関
係
の
存
在
す
る
事
を
数
量
的
に
確
め
る
。
・
次
に
度
い
地
震
で
考
へ
た
後
震
機
構

を
謂
は
い
』
立
臆
的
に
推
し
挟
め
た
様
な
考
へ
か
ら
.
上
に
得
る
結
果
を
定
性
的
ば
か
ら
'
で
な
く
可
な
A
Y

の
程
度
迄
数
量
的

に
説
明
す
る
。
叉
最
近
我
が
闘
に
起
っ
た
幾
つ
か
の
著
し
い
深
綾
地
震
の
機
構
の
問
に
は
密
接
な
関
係
の
あ
る
乙
と
を
一
不



し
，
之
か
ら
我
が
閤
附
廷
の
地
下
数
百
粁
、
の
深
慮
に
働
い
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
霊
力
に
言
及
す
る
。

命
便
宜
上
本
論
文
に
は
観
測
値
等
は
総
℃
省
略
し
‘
極
め
て
概
要
を
記
す
に
止
め
、
詳
細
は
岡
田
宮
室
長
関
下
の
御
許
し

を
得
で
中
央
気
象
蚤
欧
文
美
報
に
の
せ
て
戴

3
度
と
忠
つ
℃
ゐ
る
。

ェ
、
最
近
我
が
固
に
起
っ
た
=
=
一
の
深
設
地
震

を
精
細
に
調
査
し
、
初
動
の
分
布
並
び
に
大
い

S
，
記
象
型
の
配
布

等
を
出
来
る
丈
数
量
的
に
調
べ
ゃ
う
。

(

イ

)

昭
和
七
年
四
月
五
日
四
時
十
八
分
頃
の
八
丈
島
南
方
沖
の
地
震

震
央
は
東
経
一
一
ニ
九
・
一
四
度
、
北
緯
三

0
・
五
四
度
、
八
丈
島
の
南
々
西
約
二
百
九
十
粁
民
営
る
。
・
震
源
の
深
さ
は
約

二
百
粁
.
八
丈
島
及
び
父
島
で
人
身
戚
賓
が
£
っ
た
他
に
関
東
地
方
の
東
宇
部
及
び
奥
羽
川
地
方
の
南
東
部
は
例
の
如
く
異

常
震
域
、
と
な
っ
た
。

初
動
の
水
平
成
分
を
地
同
上
に
記
入
す
る
と
第
一
国
比
一
不
す
が
如
く
な
A
y
-
-

一
目
し
て
初
動
分
布
に
依
つ
℃
全
地
域
は

震
央
を
過
ぎ
る
北
二
十
二
度
西
の
直
線
と
震
央
を
中
心
左
す
る
半
径
約
八
百
二
十
粁
の
固
と
で
四
つ
に
区
分
注
れ
る
事
が

分
る
。
之
等
二
つ
の
線
は
其
の
近
く
で
は
初
動
の
大
い
さ
が
若
し
《
小

3
く
且
つ
其
の
雨
側
で
は
方
向
相
反
す
る
事
か
ら

一
方
後
震
時
の
走
時
曲
線
の
轡
曲
賭
の
震
央
距
離
は
約
八
百

夫
々

p
相
節
線
或
は
節
固
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

な五
ら十
な粁
v.、と
ぷ求
』ルめ
つ
J ら

品与
き不

全主
主庭
口 tと
判'惑
の
J¥  

震
源12.
附節
園

近 はで局
は信
J;>f¥ W.J'> 

置デ
面リ
略
と
i 々
禁水
」三平
ヤ、に
し出
で
た

四
耐震

設警
に 'IYJ"

会話
陣表
~乙

相到
封建
すし
るた
こ二 も
つの
のに
医他



に
一
不
す
。
節
線
及
び
節
固
の
近
く
で
は
初

動
が
著
し
く
小
芯
い
乙
ー
と
等
の
闘
係
が
締

麗
に
表
は

3
れ
て
ゐ
る
。
叉
浅
い
地
震
の
調

査
の
時
に
行
っ
た
様
に
、
記
象
型
の
配
布
を
貝
る
然
P
相
或
は
S
相
が
始
っ
て
か
ら
大
陸
十
秒
以
内
の
最
大
会
務
位
を
夫

々
の
或
は
閃
で
表
は
し
町
一
の
の
分
布
国
主
る
左
第
三
闘
の
如
く
に
な

b
、

p
波
に
比
べ
て
非
常
に
大
き
い
乙
と
が
よ
く
分
る
。

/ f;;_ 

域
で
は
初
動
は
密
波
}
他
の
こ
つ
で
は
疎
波

と
な
っ
て
ゐ
る
事
、
が
分
る
。

初
動
の
大
い

3
に
就
で
は
北
二
十
二
度
西

間怖
の
節
線
並
以
に
震
央
主
旭
b
之
に
ー
直
角
攻
直

E
E
 
おい震地沖

-

島丈官、

線
に
闘
し
℃
封
稽
で
あ
る
と
し
、
震
央
を
原

知
、
節
線
を
縦
軸
、
北
六
十
八
度
東
の
直
線
を

横
軸
に
取
b
、
初
動
の
水
卒
並
び
に
上
下
成

第}闘

分
を
組
A
口
せ
て
記
入
し
た
も
の
を
第
二
闘

之
か
ら
節
線
の
一
泣
く
で
は
S
波
の
振
幅
は



'ug日
yAum

昭
和
七
年
四
月
二
十
八
日
十
二
時
四
十
三
分
頃
の
熊
野
灘
の
地
震
震
央
は
東
経
一
三
六
・
七
七
度
)
北
緯
三

四・

0
0
度
、
熊
野
灘
に
営
'
夕
、
震
源
の
深
当
は
約
三
百
粁
、
関
東
地
方
の
一
部
が
異
常
震
域
ー
と
な
っ
て
ゐ
る
。
第
四
国
に
初

動
の
水
平
成
分
の
分
布
を
一
不
す
。
震
央
を
過
る
北
五
十
一
度
西
の
直
線
が
P
相
節
線
と
な
b
，
其
の

L

・
東
側
で
は
初
動
は
疏

波
，
西
側
で
は
密
波
と
な
っ
℃
ゐ
る
。
前
の
八
丈
島
沖
の
地
震
の
節
固
に
相
営
す
る
も
の
は
見
営
ら
な
い
が
、
此
の
地
震
で

は
節
園
が
現
は
れ
る
と
し
て
も
其
の
宇
径
は
千
粁
を
越
へ
る
べ

3
で
‘
恐
ら
く
此
の
地
震
の
勢
力
が
余
b
大
き
く
は
・
な
か

っ
た
銭
遠
方
で
は
充
分
験
測
出
家
・
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
か
く
考
へ
る
と
此
の
地
震
の
機
構
は
本
一
質
的
に
は
前
者
と
み
一
く

(

ロ

)

四
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第二闘

400 

八丈島沖地震第三回
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第四国熊野灘地震初動分布園
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第五周r 熊野灘地震初動の大いさいクpン〉

¥ ア

400 

同
一
で
あ
る
事
が
分
る
。
北
五
十
一
度
西
の
節
線
を
縦
軸
に
北
三
十
九
度
東
の
直
線
を
横
軸
に
取
る
。
初
動
の
大
い
さ
は

第
五
固
に
一
不
す
様
に
極
め
℃
規
則
正
し
く
分
布
さ
れ
節
線
の
近
く
で
は
小
さ
く
横
軸
上
原
知
か
ら
二
百
粁
前
後
の
透
が
極

1
1」一「
l
J

大
と
な
っ
て
ゐ
る
。
伊
一
伊
は
第
六
闘
に
見
ら
れ
る
様
に
節
線
の
附
近
で
極
大
で
初
動
の
極
大
で
あ
る
透
で
極
小
と
な
っ
て

「
J

F

O

「

l
d

ゐ
る
。
更
に
伊
及
川
ω
伊
の
分
布
国
(
第
七
国
及
び
第
八
国
)
を
見
る
主
、
特
に
②
で
表
は
し
た
柿
岡
、
東
京
、
横
演
の
様

1
J

「」

に
異
常
震
域
に
属
す
る
地
黙
で
は
規
則
正
し
く
分
布
遣
れ
℃
お
る
他
の
も
の
に
比
べ
て
'
伊
も
同
一
も
い
と
ち
ら
も
づ
っ
と
大
き

五



...L・
1、

ぃ
。
卸
異
常
震
域
の
地
で
は
之
迄
屡
々
述
べ
ら
れ
た
様
に
地
震
波
の
週
期
が
非
常
に
短
い
ば
か
b
で
な
く
B

振
幅
も
異
常

に
大

3
い
事
が
分
る
c

一
、
深
設
地
震
の
機
構
と
記
象
型

o 
r 

〈ミクcロμン〉

400 

熊野灘地震

震地灘
ω
蜘・国土第

200 

第六国

上
に
八
丈
島
沖
の
地
震
の
調
査
か
ら
も
知
れ
た
様
に
、
震
源
の
極
め
て
深
い
地
震

で
は
震
源
の
ま
は
b
に
或
る
大
い

3
の
球
を
考
へ
、
其
の
中
心
O
黙
を
遁
b
互
に
直
交
す
る
こ
つ
の
卒
面
で
球
面
を
四
等

分
し
た
と
す
る
。
而
し
℃
其
の
相
封
す
る
こ
つ
で
は
地
震
を
惹

3
起
し
た
力
、
又
は
地
震
に
際
し
て
の
最
初
に
し
て
恐
ら
く



最
大
の
務
位
は
O
黙
の
方
に
向

3
他
の
二
つ
で
は
O
黙
と
丁
皮
逆
に
向
い
た
ξ
す
る
。
且
つ
其
等
の
力
叉
は
獲
佼
の
大
い

3
は
球
面
を
四
等
分
す
る
二
つ
の
大
園
の
近
く
で
は
小

3
く
、
其
等
の
中
間
で
は
極
大
で
あ
る
唱
と
す
る
(
第
九
同
)
。
地
震
波
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八、

の
速
度
が
地
表
か
ら
の
深
さ
を
増
す
と
共
に
大
き
く
な
る
事
も

勿
論
考
慮
に
入
れ
る
。
震
源
で
球
の
A

B
軸
が
水
平
に
、
A
α
B

闘

面
が
鉛
直
に
な
っ
て
ゐ
る
と
す
る
と
地
表
に
於
け
る
初
動
分
布

は
第
十
固
に
一
不
す
様
に
な

b
八
丈
島
地
震
の
場
A
口
と
金
く
一
致

す
る
結
果
を
得
る
o
A
B
軸
が
鉛
直
に
向
い
て
ゐ
る
時
は
地
表

に
於
け
る
初
勤
分
布
は
第
十
一
闘
に
示
す
様
に
な
b
，
昭
和
六

年
二
月
二
十
日
の
日
本
海
北
部
の
地
震
と
か
、
又
恐
ら
く
は
昭

ぷ合
ι日

か
れ
る
。

思
は
れ
る
。

A

B
軸
及
び
A
α
B
面
が
種
々
の
位
置
を
取
る
に
つ
れ
地
表
に
於
け
る
初
動
分
布
の
更
に
復
雑
な
形
式
が
導

和
六
年
六
月
二
日
の
盆
田
川
中
流
域
の
地
震
も
之
氏
属
す
る
と

次
に
此
等
の
事
柄
を
幾
ら
か
数
量
的
に
考
へ
て
見
ょ
う
。
震
源
の
ま
は
ム
リ
に
宇
径
町
家
る
球
面
を
考
へ
、
其
の
上
で
務

伎
は
宇
径
の
方
向
に
の
み
起

b
，
其
の
大
い

3
は
第
九
聞
に
示
し
た
裁
に
，

O
結
を
原
黙
と
し
O
α
線
を
軸
と
す
る
球
座

標
に
閲
し
て

ω山口

ωも
の
Oω

喝
に
比
例
す
る
左
す
る
o
p
波
の
速
度
で
停
播
す
る
此
の
形
の
笈
位
は
無
限
に
援
っ
た
弾
性
館
内

に
停
は
る
振
動
の
一
つ
の
特
解
で
あ

b
得
る
。
今

Oα
が
地
表
に
垂
直
に
上
方
に
向
い
て
ゐ
る
と
し
、
宇
径
九
の
球
面
上

で
宇
径
の
方
向
に
〉

Z
Z
ぎ
の
Cω

唱
え
同
に
な
る
形
の
援
位
が
週
期
的
に
起
つ
℃
ゐ
る
と
す
る
。
数
皐
的
に
は
随
分
不
完
全
で
t



、， 

「一一一¥

トー¥

は
あ
る
が
、
河
角
氏
も
一
二
の
場
合
に
就
℃
肢
に
な

3
れ
た
裁
に
、
震
源
の
深
さ
が
極
め
て
深
い
之
と
か
ら
震
源
附
近
で

刊
以

は
無
限
に
擦
っ
た
強
性
憶
に
関
す
る
浬
論
が
成
立
す
る
と
す
る
。
之
に
町
殻
の
均
質
で
な
い
乙
と
や
表
面
の
影
響
等
を
附

加
し
て
考
へ
る
乙
と
L
と
L
す
る
。

O
α
と
0
の
角
を
な
し
震
源
か
ら
0
の
増
す
方
向
に
一
度
の
閉
さ
を
以
て
射
出
3
れ

た
震
波
線
が
地
表
に
於
℃
、

ω
一
の
幅
を
持
つ
と
し
、
其
の
結
に
於
け
る
射
出
角
を
九
ど
す
る
。
途
中
で
エ
ネ
Y

ギ
ー
は
吸

九



O 

牧
注
れ
衣
い
と

ι、
且
A
J

表
面
に
於
け
る
反
射
の
影
響
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
地
表
で
観
測

3
れ
る
べ
き
地
動
の
振
幅
A

は

〉
日

ω
・
2
5・ω
×

st広
三
'
¥
い
ほ
l
町一

3
0
?と

《

C
F
'
々

h
t
D
p
a
h
-
5
:
t〈
r
c
E
吋、」

(
希
)

で
奥
へ
ら
れ
る
。

但
し
上
式
は
震
源
の
深
さ
一
一
、
三
百
粁
の
地
震
で
震
央
距
離
千
五
百
粁
以
内
位
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
趨
静
岡
の

数
値
を
代
入
し
‘
震
源
の
深
3
二
百
粁
及
び
三
百
二
十
粁
に
就
℃
計
算
し
た
結
果
を
国
一
不
す
る
と
第
十
二
国
及
び
第
十
三

闘
の
如
く
に
汝
る
。

第
十
二
国
は
観
測
か
ら
得
ら
れ
た
第
二
固
と
、
第
十
三
国
は
第
五
固
と
夫
々
全
躍
と
し
て
極
め
℃
よ
く
一
致
し
た
形
を
示

し
て
ゐ
る
。
第
十
二
闘
で

ω
の
線
が
第
二
闘
の
刊
の
線
と
殆
ん
ど
一
致
し
て
ゐ
る
。
慢
に
此
等
の
関
係
が
震
源
の
近
く
で

も
行
は
れ
る
と
す
る
。
而
し
て
八
丈
島
沖
の
深
後
地
震
で
震
源
の
ま
は
b
に
描
い
た
宇
径
十
粁
の
球
面
上
に
於
け
る
ん
を

求
め
℃
見
る
と
十
二
粍
位
と
な
る
。
同
様
に
し
て
熊
野
灘
地
震
で
は
矢
張
b
宇
径
十
粁
の
球
面
上
で

0
・
四
粍
位
と
な
る
。

ぉ

斯
く
し
て
初
動
分
布
及
び
其
の
大
い
さ
は
可
な

b
に
よ
く
説
明
さ
れ
た
諜
で
あ
る
。
弾
性
論
の
研
究
か
ら
P
波
の
成
分

の
小

3
い
所
で
は
一
一
般
に
S
波
の
成
分
が
大

3
い
の
で
あ
っ
て
，
此
の
事
か
ら
大
鰐
第
三
国
及
び
第
六
固
に
示
し
た
様
な

関
係
、
が
説
明
苫
れ
る
。

玉
、
深
設
地
震
の
機
構
と
地
殻
深
慮
に
於
け
る
歪
力

浅
い
地
震
の
機
構
の
調
査
か
ら
本
州
中
部
の
地
殻
の
極
く
浅
屠

に
は
大
健
西
北
西

i
東
南
東
の
向

3
の
底
力
又
は
之
に
直
角
な
水
卒
張
カ
が
働
い
て
ゐ
る
ら
し
い
事
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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最
近
我
が
闘
に
起
っ
た
著
し
い
深
後
地
震
に
就
℃
同
様
な
調
査
を
す
る
と
，
第
十
四
国
民
一
不
す
様
に
我
が
闘
附
近
の
地

下
一
一
三
百
粁
の
地
殻
深
慮
に
は
艦
大
躍
と
し
て
東
西
に
向

3
か
っ
来
上

b
西
下

b
の
塵
力
、
又
は
西
上

b
束
下

b
の
張
力

が
働
い
て
ゐ
る
ら
し
い
0

・
而
し
も
和
建
博
士
。
か
嘗
て
深
夜
地
震
帯
と
名
附
け
ら
れ
た
本
州
中
部
.
を
横
断
す
る
地
帯
で
地
殻

/ 



一一

の
破
壊
が
行
は
れ
て
!
過
度
の
歪
カ
が
取

b
除
か
れ
つ
、
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
ヘ
ら
れ
る
。

六
、
結
論
本
調
査
で
得
ら
れ
た
主
な
事
柄
を
列
記
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

れ
つ
昭
和
七
年
四
月
五
日
八
丈
島
沖
の
地
震
(
震
源
の
深

3
約
二
百
粁
)
及
び
同
河
二
十
八
日
熊
野
灘
の
地
震
(
震
源
の

深
3
約
三
百
粁
)
に
就
て
調
査
を
行
っ
た
。

ロ
上
の
地
震
で
P
波
の
初
動
は
節
線
及
び
節
国
の
近
く
で
は
極
小
で
其
等
の
中
間
で
は
極
大
で
あ
る
事
‘
及
び
S
波
の

振
幅
並
び
に
S
波
の
振
幅
の

p
波
の
振
幅
に
封
す
る
比
は
節
線
及
び
節
国
の
近
く
で
は
極
大
で
其
等
の
中
間
で
は
極

小
で
あ
る
事
等
を
出
来
る
丈
数
量
的
に
示
し
た
。

三
朗
謂
異
常
震
域
の
地
域
で
は
地
震
波
の
週
期
が
異
常
に
短
い
ば
か

b
で
な
く
、
其
の
最
大
振
幅
も
f

異
常
に
大

3
い
乙

L
し
を
示
し
た
。
但
し
P
波
の
初
動
、

S
波
の
最
大
振
幅
の
P
波
の
其
れ
に
封
す
る
比
等
に
就
て
は
特
に
異
常
は
認
め

ら
れ
な
い
。

¥
B
J
 
-
一
震
源
の
ま
は

b
に
小

3
左
球
面
を
作
A
Y
、
其
の
上
で
宇
径
の
方
向
に
球
座
標
で

ω
宮
ど
の
。
切
、

考
へ
、
地
震
波
の
速
度
が
地
表
か
ら
の
深
志
を
増
す
と
共
に
大

3
く
な
る
事
を
考
慮
に
入
れ
る
と
‘
上
に
調
べ
た
様

c 

に
比
例
す
る
援
位
を

な
地
震
ば
か
b
で
な
く
、
種
々
の
型
式
の
深
後
地
震
の
初
動
分
布
が
設
明
3
れ
る
。

め
地
殻
内
で
地
震
波
エ
ネ
Y

ギ
ー
が
吸
牧
3
れ
な
い
と
仮
定
し
、
地
表
に
於
け
る
反
射
の
影
響
を
も
考
へ
、
上
に
述
べ

た
機
構
に
就
て
計
算
し
た
結
果
は
賃
測
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
と
よ
く
一
致
す
る
。
叉
初
動
の
み
で
な
く
一
般
に
記



象
型
の
問
題
も
う
ま
く
説
明
3
れ
る
。

¥ノへ
上
に
述
べ
た
様
な
関
係
が
般
に
震
源
の
近
く
で
も
行
は
れ
る
と
す
る
と
，
八
丈
島
沖
の
地
震
で
は
震
源
の
ま
は
b
の

f
t
、-
一
宇
径
十
粁
の
球
面
上
で
の
ん
は
約
十
二
粍
位
，
熊
野
灘
地
震
で
は

0
・
四
粍
位
と
な
る
。

け
最
近
我
が
図
に
起
っ
た
多
く
の
著
し
い
深
夜
地
震
の
機
構
の
問
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
b
我
が
閥
附
近
の
地
下
二
・

三
百
粁
の
深
慮
に
は
極
大
躍
と
し
て
東
上

b
西
下

b
の
向
き
の
魅
力
.
又
は
之
に
直
角
な
向
き
の
西
上

b
束
下
b
の

張
力
が
働
い
て
ゐ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

終
b
に
臨
み
終
始
御
指
導
下
芯
い
ま
し
た
岡
田
墨
長
閣
下
に
心
か
ら
の
戚
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
又
御
助
一
一
一
一
口
下
3
い
ま

し
た
藤
原
先
生
、
図
富
先
生
、
鷺
坂
氏
、
調
査
に
際
し
て
種
々
の
便
宜
を
御
奥
へ
下
活
い
ま
し
た
測
候
所
長
各
位
、
並
び

に
製
闘
其
の
他
で
御
手
停
下
ヨ
っ
た
本
墓
地
震
掛
の
三
浦
、
木
津
の
雨
君
に
厚
く
御
櫨
申
述
べ
ま
す
。

〈
昭
和
七
年
七
月
十
二
日
中
央
気
象
蔓
に
て
〉
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